
オスはこれを手がかりに排卵期のメスに接近することが可能であるかもL{れない｡今後､行動の

データとの併用が必要である｡

自由2由

雌ニホンザルの月経周期lflにおける各棟インヒビン濃度の変化

田谷一斗 ･金万抹 (東京農工大 ･戊 ･家畜生理)･

伊藤麻里子 ･清水慶子 (京都大 ･霊長研)

インヒビンは､ α鎖とβ鎖が結合した 2立体であり､インヒビンのβ銃にPA とβBの 2

校朝が存在することから､ a鎖とβA銃の結合したインヒビンAとa鎖とβB銃の結合したイ

ンヒビンBに分類される｡これまで､インヒビンの測定に関しては､ラジオイムノアッセイを

用いてきたことから､測定値は､全てのインヒビンを含んだトータルイン●ヒビンとして標示され

た｡しかし､近年､インヒビンAとインヒビンBの分離測定が可能なエンザイムイムノアッセ

イ法が開発され､インヒビンAとインヒビンBに分離して解析が可能となった｡本共同研究で

は､ニホンザルの月経周期中およびそれに引き続 く妊娠中の血中インヒビン濃皮をインヒビンA

とインヒビンBに分離して測定した｡その結果､月経周期中では､卵胞期にはインヒビンBが

高く､黄体期ではインヒビンAが高い傾向が認められた｡妊娠中では､妊娠の経過と共に血中

インヒビンAとインヒ'ビンB濃度が､次第に上昇する事実が明らかとなった｡いずれのインヒ

ビンも､分娩後は速やかに妊娠前のレベルまで低下した｡血中濃度は､インヒビンAがインヒ

ビンBに比較して高い値を示した｡以上の結果から､ニホンザルでは､卵胞期粒屑細胞からイ

ンヒビンBが､黄体細胞からは､インヒビンAが､また胎盤からは､インヒビンAとインヒビ

ンBの2種類のインヒビンが分泌されるものと推察された｡･

自由29

RAPD-PCR法による種馬鑑別法の検討

石河 浮 (福岡県暫科授研)･辻 彰子 ･池田典昭 (九州大 ･医 ･法医学)

犯罪現場に迫留された､血痕､組織片等からその種属および個人を識別することは､犯人を

絞り込む際の捜査情報､あるいは､犯罪を立証する科学的証拠となることから､犯罪鑑識におい

て極めて重要である｡RAPD(RandomAmplifiedPolymorphicDNA)-PCR法による種属鑑別

法について､ヒト､サル､イヌ､ネコ､ウシ､ブタ､ニワトリの 7種の動物で検討を行ったと

ころ､RAPD解析用プライマー (RAPDAnalysisPrimerSet:フアルマシア社製)を用いたPCR
増幅産物を電気泳動し､バンドパターンを比較することで上記 7種の動物が識別可能であった｡

今回､上記手法により得られるヒトのバンドパターンの特異性を検証するため､5種の霊長

柳 (チンパンジー､シロテテナガザル､ニホンザル､カニクイザル､アカゲザル各 2個体)杏

上記手法により解析し､ヒトのバンドパターンと比較した｡

その結果､ヒトと 5校の笠長期のバンドパターンには明瞭な差昇が認められ､ヒトのバン

ドパターンの特界性が証明された｡

なお､5柾の霊長類のバンドパターンには､醗似しているもの (カニクイザルとアカゲザル

等)が認められ､それぞれの種を明確に識別することはできなかった｡
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